
















論  文  題  目  
  
Search for New Physics in Dielectron Events  
in 1.96 TeV Proton-Antiproton Collisions  
 
  1.96 TeV 陽子・反陽子衝突における 
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想される Zボソン の生成ピーク が確認された 。もし新粒子 ・新現象が存在すれば、
不変質量にＺボソン以外の新しい共鳴のピークが現れるか、もしくはバックグラウ
ンドからのずれが観測されるはずであるが、それらの異常は有意に存在しなかった。
このことから、申請者は新粒子・新現象の可能な質量領域に対する下限値 を与えた。  
新 粒 子の 存在 に定 量 的 な制 限を 与え る た め に は 、新 理 論 のモ デ ル に基 づく モ ン
テ・カルロ・シミュレーションで期待される電子・陽電子対の不変質量分布を計算  
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